
語り部育成事業について（平成28年度新規事業） 

  戦後70年が経過し、戦中・戦後の労苦を直接体験した方が少なくなってきていることから、その労苦を戦
後世代に継承するため、今年度から 「戦中・戦後の労苦を伝える戦後世代の語り部育成事業」を開始します。 
  本事業では、戦争を知らない戦後世代の方に、労苦体験者の話を聞いて労苦体験者が見た光景や感じ
たことなどを学んでもらい、その労苦を語り継ぐ戦後世代の「語り部」を育成します。 
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【育成概要】 
・１年目は語り部としての基
礎知識を学ぶ。 
・２～３年目は語り部としての
実践活動を通じてスキルアッ
プする。 

研修修了後は、各館及びセンターの語り部として委嘱し、以下のような活動を行う予定。 
  ・各実施主体における来館者向けの講話 
  ・外部からの要請に応じた出張講話 
  ・実施主体の館外イベント等での講話         など 
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